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我が国のアルミニウム産業の現状と課題について
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エグゼクティブサマリ
▪ アルミニウムは、その軽い、熱伝導性・導電性が⾼いという性質を利⽤して、宇宙（ロケット）船

舶、⾃動⾞、半導体製造装置、コンデンサ、ハードディスクといった製品に使⽤されている。

▪ アルミニウムは、鉱⽯発掘と製錬まで海外で⾏い、地⾦の形で輸⼊している。その地⾦は限られた
地域で⽣産されており、経済安全保障の観点からもスクラップを資源として、リサイクルを⾏うことが
重要である。

▪ 現状、飲料缶のみで６万トン（全体で47万トンと推定）がスクラップとして海外に流出している。

▪ 他⽅、アルミニウムには多種の合⾦があり、複数の素材や材質が混⼊すると、同じ製品へのリサイク
ルが困難である。

▪ アルミニウム業界では、NEDOの支援も受けて、学協会・素材企業・ユーザー企業が合同で、添加
元素の多い材質の使いこなしや添加元素を分離する技術開発を⾏っている。技術開発が進んで
も、分離精製するスクラップが存在しないと、資源循環を⾏うことは難しい。

▪ 拠点FSにおいては、選別の前の分別を⾏うこと、回収を既存の企業と共存しかつ海外流出を起こ
さないようにすること、選別後の資源が適正な価格で国内企業にて使⽤できることをお願いしたい。

2



2025/3/7(⾦) 廃棄物処理制度⼩委員会 資料

• アルミニウムは、リサイクルが容易で、軽く、熱導電性、導電性がよい素材
• アルミニウムを使⽤することにより、軽量化を図ることができ、⾃動⾞の⾛⾏時など使⽤時のCO2排出量削減に貢献、また、熱伝導性

が⾼いことからエネルギーを効率的に伝えることが可能であり、これからの脱炭素、エネルギー転換に必須のマテリアル（スコープ1、2、
3、4に渡って脱炭素化に欠かせない存在）

• 我が国の安全保障にとって極めて重要

アルミニウムについて

重量当たり 体積当たり

アルミニウム 200％ 61％

銅 100％ 100％

電気伝導率の⽐較
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出典︓環境省税制全体のグリーン化推進検討会 第２回（令和2年11⽉）資料2-2 「⾃動⾞による排出量のバウンダリに係る論点について」
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アルミ展伸材の主な用途
宇宙（ロケット）

船舶（LNG船）

半導体（半導体製造装置）

IT（ハードディスク）

IT（コンデンサー）

IT（リチウムイオン電池）

⾃動⾞・トラック

鉄道⾞両

建設（サッシ）
熱交換器

飲料缶
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アルミニウムリサイクルの重要性
アルミニウムの製造は、①新地⾦(緑枠)、②圧延品(赤枠)、③鍛造品、④電線・溶加材、⑤鋳物、
⑥ダイカスト、⑦粉、⑧脱酸剤など、⑨再⽣地⾦(⻩⾊枠)に⼤別され、①新地⾦(緑枠)は100％
海外からの輸⼊です。（ご参考: 日本アルミニウム協会は②圧延品(赤枠)メーカーを主とした会員構成です。）
つまり、電気をたくさん使う新地⾦を製造する⼯程は海外にあり、その⼯程の炭酸ガス排出抑制は、
⾃国ではコントロールができないことから、アルミスクラップの利⽤拡⼤に取り組んでいます。
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アルミニウムのマテリアルフロー

6出典︓日本アルミニウム協会 日本のアルミ産業（構造・原料輸⼊）
https://www.aluminum.or.jp/basic/japanindustry.html
経団連CN⾏動計画2023年度フォローアップ調査
https://www.aluminum.or.jp/environment/pdf/followup_01_2023.pdf
東京大学未来戦略LCA連携研究機構 先制的LCA社会連携研究部門 資源循環分科会資料
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飲料缶用のアルミ素材のフロー
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初期状態

初期状態
に使⽤されて
いる合⾦系

UBCリサイクル先
(1回目リサイクル)

最終製品
(1回目リサイクル)

リサイクル先合⾦系
(2回目リサイクル)

最終製品
(2回目リサイクル)

リサイクル先合⾦系
(3回目リサイクル)

329 kt 51.6 kt

82.2 kt

130 kt

61.0 kt

154 kt

18.3 kt

42.6 kt

22.0 kt

85.6 kt

19.4 kt

10.4 kt

61.1 kt

26.2 kt

60.7 kt

13.4 kt

54.3 kt

約半分が
カスケード
or 輸出

⾃動⾞産業の中で
の⼆次合⾦としての
循環(鋳造、ダイキャ
スト)

一回毎に先細る

常に流⼊がある
ので維持される。

細い

カスケードされた
⼆次原料も
⾃動⾞の資源と
なっている。

日本アルミニウム協会 アルミ缶委員会 技術WG(非公開資料)
東京⼤学星野研究室との共同研究

飲料缶⽤アルミ板が、アルミ缶として消費された後、何に再⽣されているのかを分析したフロー図です。
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アルミニウム･リサイクルの技術的難度（⾃動⾞での事例）
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添加元素が少ない

添加元素が多い

添加元素

添加元素

(1) 異なる合⾦のリサイクルには制限がある (2) 鋳物へのフローは⼀⽅通⾏

エンジンブロック ⾼強度、鋳造での成形性

ボディーパネル類

バッテリーケース

電池⽤箔

熱交換器⽤
板やパイプF
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加⼯性、表面特性

求められる特性

靭性、熱伝導性

耐食性、ロウ付けの⽣産性

剛性、耐食性

アルミニウム合⾦系応用分野・製品
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・ アルミニウムのリサイクル率を⾼めるためには、異種⾦属や合⾦が混在しないように分別すること、
混在したスクラップを選別することや純度を⾼めることなどが解決策として考えられ、次の技術面
からのアプローチを推進する。
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リサイクル⽅式 リサイクル技術 何を（スクラップの状態） 何にする（再⽣する品質）
水平リサイクル ⾼度選別 異種⾦属などを分別していない状態のもの 展伸材に利⽤できる品質に再⽣
アップグレードリサイクル 純化＋無害化 異種⾦属などを分別できず展伸材に利⽤できない状態のもの 展伸材に利⽤できる品質に再⽣

異種⾦属などを分別できず展伸材に利⽤できない状態のもの 新地⾦の品質に再⽣
廃棄せざるを得ない状態のもの 新地⾦の品質に再⽣

⾼純化ハイアップグレード
リサイクル

選別・再資源化にかかる技術開発状況
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NEDOプロジェクト FY2021-2023中間評価-2025

研究開発項目① 不純物元素低減技術の開発

事業者リーダー
東工大・熊井教授

FY2023末で終了
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研究開発項目② 微量不純物を無害化する⾼度加⼯技術等の開発
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出典︓GX実現に向けた投資促進策を具体化する「分野別投資戦略」（令和5年12⽉22日）

限られたアルミニウム資源供給国
（トップ3カ国で90％）

ベースメタルと言われるが、地域的に非常に偏在
11
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我が国のアルミ地⾦の輸⼊国順位（上位10か国）

出典︓住友商事軽⾦属事業ユニット地⾦チーム作成資料より

★100％輸⼊に依存するアルミ原料(地⾦)に対し、アルミスクラップは国内にある貴重な資源(原料)です。

アルミ原料(地⾦)は、限られた国で⽣産されており、中でも
環境に優しいとされている再⽣可能エネルギーを利⽤した
アルミ地⾦は、さらに限定的な国に依存しています。
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出典︓令和６年12⽉27日 循環経済に関する関係閣僚会議 13
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アルミスクラップ（資源）の海外流出について
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訪問したスクラップ業者や再⽣地⾦メーカーからヒアリングにした定性的な話題です。
⾦属スクラップ業者では適正に事業を営んでおられる中、以下のような状況に困っていると
いう声がございました。
・ サッシスクラップ（特にビス付き）の⼊⼿が困難になっている（量的情報はなし）
・ トタン板などで囲ったヤードでは、廃棄物などをどのように処理されているか不明であり、
産廃税などの負担も不明で、産廃をそのままに姿を消してしまうことも⾒られる

・ 従業員を敷地内に住まわせて夜中も稼働しているヤードもあり、労働時間や賃⾦など、
管理についても不明

・ 輸出を前提とした業者には消費税が還付されるため、国内業者はスクラップの買い取り
において公平公正な条件になっていない

・ 資⾦⼒がある業者もでてきており、⾃国から安い処理設備を導⼊して処理をした後に
輸出するようになってきたことから、有害性のみを視点としたヤード環境対策ではアルミ
スクラップの海外流出を抑制することは困難になってきている

我が国の重要産業を支え、国⺠に広く利⽤されるアルミニウムのスクラップは「廃棄物」では
なく、リサイクルに利⽤できる貴重な「資源」であるため、再⽣資源が国内製造業に安定的
に供給されるようにご支援をお願いします。
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アルミスクラップを再⽣利⽤するために鍵となること
▪ 「集める⇒最新技術で分別する⇒溶かす」（⇒使いこなす）をワンストップある

いはなるべく近くで効率よく処理すること
▪ 拠点の⽴地場所

再⽣コスト抑制（輸送距離を短く）するために、次のいずれかの⽴地が望ましい。
- アルミスクラップ発⽣場所の近郊（⼯場発⽣、解体発⽣）
- アルミ製造メーカー事業所の近郊（溶解設備を有する場所）

▪ 拠点での処理
アルミ板・押出材などの展伸材への再⽣には合⾦品種に選別をしてアルミ展伸材
メーカー（圧延メーカー）に供給することが重要である。
- 分離・分別︓拠点搬⼊時点で、異⾦属や樹脂等と分離、分別されていること
- 品種選別︓アルミニウムの合⾦品種毎に選別する処理
- 設備︓新規設備の導⼊

▪ 拠点から出荷する形態
- 荷姿︓合⾦品種毎に選別されたスクラップをプレスしたもの

▪ 既存の事業者
- 既存の回収等を適正に⾏っているスクラップ事業者との共存

▪ アルミスクラップの適正な流通
- 選別された⾼品質のアルミスクラップが適正に評価され、⾼く購⼊/販売できること
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拠点構築に向けて
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日本アルミニウム協会の概要
○名称

一般社団法⼈日本アルミニウム協会（英⽂名︓Japan Aluminium Association）
○住所

東京都中央区銀座4－2－15（塚本素山ビル７階）〔⼤阪に支部あり〕
○事業

・アルミニウムの需給に関する調査及び研究
・アルミニウム産業に関する資料、統計の作成、情報の収集及び提供
・アルミニウム産業に係る資源、エネルギーの合理化、有効利⽤に関する調査及び研究
・アルミニウム産業に係る安全衛⽣に関する調査及び研究
・アルミニウム産業に係る環境の整備・保全に関する調査及び研究
・アルミニウム産業の構造改善、合理化に関する調査及び研究
・アルミニウム産業の⽣産・利⽤、需要開発等に係る技術に関する調査及び研究
・アルミニウムに関する広報及び出版
・アルミニウム産業に関する意⾒の表明及び答申
・アルミニウム産業に係る⼈材育成に関する調査及び研究
・その他本会の目的を達成するために必要な事業

○設⽴等
昭和53年5⽉25日 日本アルミニウム連盟設⽴
昭和55年7⽉1日 社団法⼈の認可〔(社)日本アルミニウム連盟〕
平成11年4⽉1日 (社)日本アルミニウム連盟の定款を変更し、(社) 日本アルミニウム協会に名称を変更するとともに、(社)軽⾦属協会（昭和22年
12⽉10日設⽴、平成11年３⽉31日解散）の事業、会員、資産、職員等を継承（統合団体としての社団法⼈日本アルミニウム協会がスタート）
平成23年7⽉1日 公益法⼈制度の改⾰に伴い、一般社団法⼈日本アルミニウム協会に移⾏

○役員
会 ⻑ ⽯原 美幸 （株式会社ＵＡＣＪ 取締役会⻑）
副会⻑ 岡本 一郎 （日本軽⾦属ホールディングス株式会社 代表取締役社⻑）
副会⻑ 竹田 喜則 （株式会社レゾナック アルミ機能部材事業部⻑）

○会員数
137（128社，9団体）

○事務局
事務局⻑（専務理事）能登 靖
事務局職員 22名（2024年3⽉31日現在）

2024年11⽉11日時点
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資源循環とアルミニウム業界団体、企業
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展伸材メーカー
（軽圧メーカー,サッシメーカー)

アイシン軽⾦属
アルミネ
開明伸銅
加藤軽⾦属⼯業
片木アルミニューム
神⼾製鋼所
軽⾦属押出開発
神鋼アルミ線材
堺アルミ
三協⽴山
東洋アルミニウム
⼤和⾦属⼯業
日本圧延⼯業
日軽形材
日本軽⾦属ホールディングス
日本軽⾦属
不⼆サッシ
日本伸管
本多⾦属
不⼆ライトメタル
山川⼯業
安田⾦属⼯業
UACJ製箔
ＵＡＣＪ
ＬＩＸＩＬ
レゾナック
理研軽⾦属
和伸⼯業
ＹＫＫ ＡＰ

⼆次合⾦メーカー

アサヒセイレン、エス・エス・アルミ、新豆陽⾦属⼯業、正起
⾦属加⼯、⼤紀アルミニウム⼯業所、日軽エムシーアルミ

海外

10.8㎏CO2-eq/kg

ご参考（アルミニウムの製造プロセスから⾒た主たる業界団体について）
展伸材︓日本アルミニウム協会 鋳物︓日本ダイカスト協会、日本鋳造協会 スクラップ︓非鉄⾦属リサイクル全国連合会、軽⾦属同友会、他
再⽣地⾦︓日本アルミニウム合⾦協会 その他︓日本サッシ協会、日本電線⼯業会、軽⾦属製品協会、軽⾦属溶接協会、アルミ缶リサイクル協会、他
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日本のアルミ産業規模
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非鉄⾦属鋳物部門
11,581 
25%

ダイカスト部門

16,556 
36%

軽⾦属板製品部門
4,601 
10%

アルミニウム圧延部門

13,020 
29%

従業員数（人）

出典︓METI動態統計（2022年）

45,758

278,288 

607,475 

12,679 

16,344 
313,981 

893,068 

32,575 
49,317 

出荷額（百万円）

鋳物 ダイカスト 電気器具
船舶・⾞両⽤品 飲料⽤缶 圧延品
アルミ線 その他

2,203,727

（参考）地⾦、圧延・押出、加⼯・組⽴、鋳鍛造の4部門でのアルミ協会会員計
▪ 従業員数︓252,267⼈
▪ 売上⾼︓11兆3,558億円


